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日本における潜水漁の存立をめぐって 一海女の加齢と熟練 一
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はじめに 

1.潜水漁調査の概要 

1982年 4月から9月にかけて､三重県志摩郡大王町畔名 (堤 :志摩市大王町畔名)の海女集団を対

象に､潜水漁の存続の背景を明らかにすることを目的とした調査を実施 した｡

また､その調査が契機 となり､当該海女集団に所属していた海女の一人が潜水漁に従事していた 37

年間の採捕記録を分析する機会を得た｡

さらに､今年度より三重県教育委員会による海女習俗調査に参画することになり､志摩地方全域を対

象とした潜水漁の実態把握の機会を得た｡ 

1982年に実施 した調査は､当該地域において 22名の海女集団が存立している背景を､操業方法や採

捕技術の分析から明らかにしようとしたものであったが､その分析を行 う過程で､当該集団が存立して

いる事由として､当該集団構成員の-日当たりの漁獲額は 50歳代を頂点とし､4 0歳代と60歳代がほ

ぼ同額になっていること､年齢に応じて採捕対象に差異があることが明らかになり､潜水漁の存続理由

の一つとして漁獲額に年齢差が反映されにくい生産活動なのではないかという仮説を得た｡

その後の調査は､その仮説を当該集団に属す一人の海女の採捕記録を分析することで､加齢と漁獲額

との関係を確認 しようとした｡前者が当該集団の構成員の同年次の漁獲額等を横断的に比較したもので

あったのに対 して､後者は一人の海女の 37年間の毎年の漁獲額を縦断的に比較したものであった｡後

者の作業では､加齢に応じた体力 (視力を含む)､知識､技能などの変化が漁獲額にどのように反映され

てくるのかを検証していくことになった｡ 

2.調査地および調査対象集団

調査地 三重県志摩郡大王町畔緬 画畔名)は志摩半島東端の大王埼の南に位置して

おり､集落は太平洋に面した後背湿地を陸封した台地上に発達している｡

畔名の海岸線は志摩半島一帯に広がるリアス式海岸の一部を形成 しており､太平洋に面して約 400 

mの砂浜が広がってお り､その両端に磯が発達している｡海底には海食崖 ･海食洞 ･海食台 ･岩礁 ･転

石､さらに護岸保護のために敷設したテ トラポットが磯から連なっており､潜水漁の漁場となっている｡

漁場として利用されている水深は約 10尋 (15m)である｡畔名の潮流は､黒潮の季節的流向変化の影

響がない限りほとんど一定している｡伊勢湾からの内湾流と黒潮の分岐流とが畔名沖で合流するため､

潮は常に北回りに流れている｡

調査対象集団 調査対象は当時の畔名漁業協同組合所属の素潜 り海女集団で､調査を開始 した 1982 

(昭和 57)年当時の構成員は 22名で､漁場までの移動手段と操業形態との差異により､カチ ド10名 ･

フナ ド11名 ･チナ 1名に分類されていた｡ 
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当該集団構成員の年齢は 47歳から 6 9歳､平均年齢は 5.6歳までで､年齢差は 1 44歳であった｡現在

では､当該集団横とカチ ド 4人が潜水漁に従事している｡

漁獲対象物 主要な漁獲対象物はアワビ･サザェ ･トコブシなどの貝類で､他にワカメ ･アラメ･テ

ングサなどの海藻類やイセエビ･タコ･ウニなども採捕される｡

最も商品価値が高いのがアワビで､畔名ではアワビの足裏の色の差異により､クロアワビはクロ､マ

ダカアワビやメカイアワビはシロと呼ばれている｡ トコブシはフク､パティラはマメと呼ばれている｡

調査方法 1982年の漁期に､各海女の潜水漁について､生態人類学的な参与観察とそれぞれの漁獲量

および漁獲額の確認を行い､それらに関する聞き書き調査を実施した｡ 

3.潜水採集活動

潜水能力 潜水能力は､いかに深くまで潜れるか､いかに長時間潜れるか (息こらえできるか)､い

かに多くの回数を潜れるかに集約される｡言い換えると､通常､午前と午後に各 2時間設定される換業

時間内にいかに滞底時間をいかに多くできるかということである｡このことは漁獲機会を増加させるこ

とになり､漁獲量 ･漁獲額の増加にもつながっていく｡

潜水能力は身体的な条件を除けば､概して若年齢層のほうが優れている｡潜水 ･海底探索 ･浮上を海

面で繰り返すことは､疲労を蓄積させていくことだけでなく､身体を冷やすことにもなるため､高齢者

にとっては過酷な活動ということになる｡

なお､高齢者は潜水時間や潜水深度の低下に加えて､視力の低下も大きな負担である｡海面で陸上の

目標物を使って漁場を確認するヤマアテや海底での探索活動においても､視力が低下すると正確な視覚

情報が得られなくなり､漁の多寡はもとより海難事故に結びつく危快がある｡

漁場に関する知識 カチ ド･フナ ド･チナという集団の漁場利用慣行は､互いに競合しないことが意

識されたものになっている｡たまたま競合した場合は､互いに牽制し合 うなどして､現場での調整が図

られる｡

カチ ドは潜水漁に初心者やフナ ドから転じた高齢者から構成されており､海女小屋から磯におり､浮

き輪に上体をあずけながらバタアシで目的の漁場にまで移動して潜水漁を行 う.漁場やアジロについて

の知識が豊富な高齢者の様子をみながら若い海女たちはアジロに関する情報を増やしていくことになる｡

フナ ドは里浜と池田浜にそれぞれある海女小屋 (現在は里浜のみ)に所属する海女たちが一般の漁船

に数名ずつ乗り合わせて漁場まで移動し､そのまま洋上に漁船を待機させておき､復路も船で移動する

ため､カチ ドよりも漁場の選択の幅は広くなる｡そのことは多くのアジロを知る海女にとっては好都合

なことになるが､アジロの情報をもたない海女にとっては漁場を探す手間がかかることになる｡そのた

め､アジロをあまり持たないフナ ドは他のフナ ドとツレで潜ることで新しいアジロを覚えていくことが

多い｡

肉親を介助者にして単独で船を利用するチナの場合は､介助者が釣り漁などに従事しており海底地形

を熟知している場合が多く､ トマエと呼ばれる介助者任せで漁場が選択される｡そのため､都合でフナ

ドの船にチナが乗り合わせるとアジロが見つからないということも起こる｡

採挿技術 採捕技術は次の三点に大別される｡一つはサザェのような素手で直接採捕できる対象物に

対する技術｡他の二つは岩などにはりついているアワビや トコブシをイソノミなどの道具で剥がし採る

技術である｡とくにアワビの場合は太陽光が届くところにはりついているシロと､暗部を好むクロとで

は全く異なる採捕技術が必要となる｡

シロの場合は肉眼で確認できる場所にはりついていることが多いので､アワビの貝殻の薄い方からイ 
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ソノミを差し入れ､貝殻の厚い部分を挺子の支点となるように剥がせばよい｡それに対してクロの場合

は､肉眼で探せない場所にいることが多いので､岩陰などに手を差し入れ､手の1感触でアワビを探し､

掌に添えたコノミをアワビの貝殻にあてがい､掌そのものや腕を挺子にして剥がし採るというものであ

るC貝殻や肉を傷めずに採捕するためにはイソノミを用いるのとは全く異なる身体のコントロールや冷

静な判断力が求められるのである｡

漁獲量 ･漁獲額の背景 先述した､個々の体力と漁場に関する知識に加えて､これらの三種類の採捕

技術を駆使することができれば､すべての漁獲対象物を採捕することが可能になるのである｡

そのうえで､漁獲対象物をいかに傷めずに採捕するかという､採捕に関する技能に熟練度の差異が漁

獲量や漁獲額に反映されてくるごとになる｡ 

4.潜水漁と加齢 (表 1･表 2参照)

集団における加齢と漁獲額 1982年度に実施した当該海女集団の日平均漁獲額に注目すると22名の

日平均漁獲額は 4,9.059円である｡

換業形態別では､カチ ド･フナ ド･チナのそれぞれの日平均漁獲額は 2113円･.8. 1,4,9. 5269円･000

円となる｡フナドの場合はこの額から必要経費としての油代を引くことになる｡チナの場合はトマエと

二人で操業しているため､割りかえすと 5,200円ということになり､さらに必要経費としての油代もひ

くことになる｡その結果､フナ ドとチナの日平均漁獲額の差異はほとんどないこ ,とになる｡これに対し

て､カチ ドの日平均漁獲額は低額であるが､カチドたちは必要経費を意識せずに気億に採捕活動ができ

ることを評価しているo

享た､この集団内では年齢差に応じた漁獲額の差異がみられる｡49歳までの日平均漁獲額は2,371円､ 

50歳から5歳までは 486円､55歳から5歳までは 4888 0 4 , 54 ,9 9 , 円､6 歳から6歳までは 2449円､6 

歳以上は 2,7 0歳代を頂点とし､4 歳代と6歳代がほぼ同額と06円で操業形態の差異にかかわらず､5 0 0

いう結果になっている｡

各海女が漁獲額についてあまり口にしない背景には､各海女が自身の主要漁獲物を明確に意識してお

り､それぞれがアジロを持っていることに起因する採捕成果に対する自負があるのだという｡自分の畑

に収穫に行くような感覚だというC

個人における加齢と漁獲額 当該海女集団に所属していた F05は昭和 3年生まれで､3人目の子供を

出産し､第三子が乳離れしてから､潜水漁を開始している｡

彼女が潜水漁をやめようと決めた平成 8年までの 3年間のアワビの生涯総漁獲量は 1,9.1gサ7 8455k､

ザェは 7, .5gでアワビを主要漁獲物としてきた様子がよくわかる｡8830k

彼女が最も盛んにアワビを採捕した昭和 62年の 1214k 6年の 515gから,8.9gを頂点として昭和 5 6.k

平成 6年の 72.k 4年間は､常に年間 5 g38gまでの 1 00k以上のアワビを採捕していたことになるが､こ

の期間の彼女の年齢は 53歳から66歳である｡

また､彼女が日平均漁獲額で 5万円以上になるのは 60歳から66歳までの間で､6 4歳の時には日平

均漁獲額が 66,1 0の場合､潜水漁の熟練状態というべき状態になったのは 5歳44円となっている｡F 5 0

代からで､そのピークとなったのが 64歳ということになるようである｡

なお､今年度の調査により､海女を引退することを決めた翌年以後も､｢気が向いたら｣イソバクに行

っていたことが確認され､引退後の平成 9年と 10年のデータを得ることができた｡それによると､操

業日数は 32日間と 3 806円､2 ,77円で､引退4日間と減少しているが､日平均漁獲額はそれぞれ 2,1 49

を決めた年までの生涯日平均漁獲額を上まわる漁獲額を得ており､平成 9年は主にサザェを､10年は主 
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にアワビを採掃していたことが確認できた｡

潜水漁における加齢と熟練 集団の横断的な分析によると､潜水漁において感練期という年代がある

一方で､潜水漁従事期間をとおして､一定した漁獲額を確保するための個々の戦略を自在に案出できる

生産活動であることがうかがえる｡こうした現実的な裏付けがあるからこそ､各海女がそれぞれの噂好

を反映した換業形態や漁具を選択できるのであろう｡

また､集団内の個人を対象とした縦断的な分析によると､加齢に応じて衰える体力に対して､増大し

ていくアジロについての情報､経験の蓄積によって柔軟な対応が可能になる採捕技能との組み合わせに

より潜水漁従事者としての熟練状態が､社会一般で通例とされる定年年齢よりも高齢時に現出している

ことが確認できた｡

潜水漁存立の背景 横断的な分析では､集団内において 50歳代に日平均漁獲額のピークがあるもの

の､4 0歳代と 60歳代の日平均漁獲額がほぼ同額であることが確認できた｡

縦断的な分析では､加齢にともない日平均漁獲額が上昇しており､目平均漁獲額は 60歳代にピーク

を迎えており､加齢によって蓄積 _される経験の蓄積が潜水漁における熟練状態を現出させる要素の一つ

となっていることをうかがわせる結果が得られた｡

ただし､後者の分析は-事例のみの分析をもとにした結果であるため､この傾向がどの程度普遍性を

もつものかは断定できない｡今後の課題として､当該海女のライフヒス トリーの収集を続け､当該海女

の潜水漁に対する意識の形成や変化について､さらに明らかにしていきたい｡

なお､今年度の調査によると､志摩地方全域で昭和 60年代からアワビの漁獲量が減少していると言

われており､潜水漁を含む漁業従事者間の資源管理に対する意識にも変化が表れてきているようである｡

潜水漁の存立については､漁場などの自然環境や漁業協同組合や市場などの社会環境についても考慮し

ていかなければならない｡

おわりに 一日本における潜水漁の行方 一

現在､潜水漁に従事している女性の多くは高齢者で､家業と組み合わせることで潜水漁を継続してい

る｡潜水漁に従事することになった事由の多くは､子供を育てながら家事 (家業)を行うために選択し

たという｡また､配偶者との死別や離別などの経済的な事由から選択している例もみられる｡

現在､潜水漁に従事している女性たちには潜水漁を選択する必然性があり､当該地域内の後継者世代

には潜水漁を選択する必然性がないというのが､現在の海女の動態の背景であろう｡本報告の対象地で

ある畔名では､海女の息子が 2名､潜水漁に従事している｡彼らは漁業者の年周期活動の一環として､

夏季の選択肢として潜水漁を選択している｡

志摩地方全域においても､同様な傾向が進展していくことが予測される｡

参考文献 :拙稿 1987｢アワビ採具からみた潜水採集活動一三重県志摩郡大王町畔名の事例｣日本民具学

会編 『海と民具』(日本民具学会論集 1)雄山閣

拙稿 2002｢潜水漁の諸相一加齢と熟練-｣香月洋一郎 ･野本寛一編 『民具と民俗』(講座日本

の民俗学 9)雄山閣 
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表2素潜り ,y水泡薫育の現役期間の漁獲量および漁獲卓〔 ※1〕

フナドトマエ 捜兼 
(舶誼)

年度 年齢 強 量アワビ漁獲量 (クアビ/有/含有串%) ※ 2漁獲萱E)ワ単位 含g串傷アワビ/含有串 サザエ漁獲量 ウニ獲量 漁 ホラ (漁獲暮 コ ) 漁棟霊 ワ他漁獲量 メ.'漁獲量 フクラメ ブシ ※3 カヒ キ環ト 海藻類 ※>4

336 334 1342 0.6655.4...46 不不明7 3 17.. 4 378051 888 明不 .. 0021..68 51..8 64 4不明200 16294.6751 不明 8 9 9 2330 . . 20 1 欠卜組0 ll 5.479 エビ繋 無 ?レ 

45 42 37 00 6661772341000 3.00.. 0005 1111171 372 タコ77 76 19 0 897 鰹切り作業繁忙8 2 7 8886 2 779

3380 333357 51992.6858 1313...2 3321不明 ....55366 249千 6. 2288555888 4ー9 48 4... 498 0, 6 0771.8 2346 9 53 955 1101 14.. 2.11001 551 111 1000 55 5 81468708A1554LL 1255788_0 44,00 335281147 000000 209 1 13345566658693444991 4 3177 186.0 58 152 4 375962778.., 206613...,44 .. .. 192 DO 1,73 29 79 9,0 113 222932
 
50 47 3.8 2_5 6 123 3
346 272 1.5 3 201 ..0 20.85 44.0.0 96 ..3939850 4200,20

96.133300055574....60088
4 6 (154. 1150 54.1000 1112622 2207 .0. 90 92 1 49 鰹切り最盛期) 

551 449 383.2 389 .. 0 114657 52 8 3.3 221 66 3..5 33900 5 5 5 52 1616650
 
53 50 8.1 7
216 1 4138.24 277095 97 4 21411 19 ..21 q0 1.001 .. 114.. 4 7 704O0 6035 0 70 11510 不明 990 170 血圧上がる2 8 11

ら3 2 .44 不 明 33ー440 44252251180 4644469314 381..1
,

15 .................... l...25 00不明.. 1l253歳 2 明 不 2..2.9 1 55842222299..5.........5555 173995 00000000000000000020000000000000000000 94l9 1107 46 l.063 7377732 他経費代 日数日 備考 ※70
3 38.8 5.5 8.5.5 78 004 . 2. 2.4666055 78..6 1 87

,
46
,

4 14 8 115313 7 44 1981 88311 118 39 579 . 9.5 1,5 2.0 7 6 460 0 501 23? 1030 120 .0 18 8

72.578.8.8 2 2105...006 5555.,. 7...6 2131128 2.9835709 ー333 0 8 0005 4008 3,261555 3

1 5551 971 182.97773..9 844112.69555 -1009 2H6666302 6608 78 444 553 223- 37, 1117 3 3 46 511..1 6 5544498 110不明不明08･24.88016736070557 1335..900 110000 9911911911 222 733 33 44770468 8225
5
2 6 9.8

,
55 06.5
2 5 1 9821 00.00 00.55 29. 57 000 .81.578 22.00003 24 0 7

,
2 88 8 084 0 44541291 14881

,
4 4,6992 5 57850
 

3 3 5 4 98
3 6 85.7 74. 4. 0.1 . 172.1 1 96 6 2080483 8.0 100 5 841
 
4 5552 4359912 232428.8 5.5 ー 6 7 5 58.. 41
55556 1 475... 7 88 3 1 9 06555 1. 9 4 93 01 4313..28 214259 22 6 5870000 ,,4 00000 400 858 82513 (池田と里のフナドが合流) 夫の看病のため短軸3. 5 0 4. 4.. 51 201553370 .0 1 2 9116747 皮付きの潜水メガネを着用)( I不明 0

4 664 675.5… 7. 5747 33..5
5 5 594 45. 048. .5 17 000 00 ,0 765 13 67 6 441_8.5 1 1.1. 00 88 572200071 3954..3541595912733 27 00 96 5 24
4
6 66 2.. 45 3.


005
521

8不明. 5
738 5,5 51 .5469 3 0.3 不 551 0000..

,
80 5 80 4 675
 

7 355- 2 5 2
7 6 35 , 4.8 18.5 .5 9 . 0 2 0 .00 . 31855 4 17 3.明0 77790 4 471 11162 1不明299 1 93 5 523 (深く潜れなくなる) 
8 4...6 2.2 925 6 ...0 966666658589 55656 867108047

.
4≡5 4510105_34 5660 8687785 155 111085551 . 2, 4 22099 57 1 ...41 0 1 03... ー2 ー1.. 7 698 2 04. 不明0 8949 ■53400 4

2,68051055.5.5 7 7 55_66649 53不明不明638 15 463395000 41 312 ..9119591 650 3.5

9
 3. 755 67.9.555 2 42 11 22221111144 665555555500371 8 4 22 22 26432 8.8 足腰が痛む.生涯日平均漁獲額 2.9円. 
444444183 6009 339 46659000538667003....38i1 322228934 1 9110000005 2234599922228499948999844944 5...44,16116777446 6...004545 311800001...344 3242001 11112770577505544 1........ ' 6262274911198一 77766 22011114l8..63 ･8 2550003366395 25415.. ..5564 3300000000000046284 977267 l710000000500000 19996994 2.85 593310016 560067600021

00. 0 000 0 896530 0 
1, 6555555650!77 3744444451 67 97 988555… 01184.334 9555.......3 31883661 22003,8 66888888825999 6.6...33 816 63 5882000000 ･3 75888 80242 ...0....0 660 60788709 52556045 4461 888135533 400770722 月にアルカリ性の潮5 33222....229 14222 . 5555775 00 58 221 2821 835 680 8009 100111355 l.....50000 111144 110 59 72 222 022 887.55 3l..不不不.明 明明0 78 1944 海女小屋離脱 

合計※8 1旦萱 .1… .8.4号※ 3 9 2677 ; .3 .
96..

5 2256 2400 531.13
,

4.086.65 3.422.0
,,
62 80一2

,
96.144 1.22.2

,
0 31 08 46 6771 3 ,4.1 宅7 T 80 .5.0 2.997 溢女小屋雀脱

※ 1 三重県志摩却大王町畔名[現志摩市大王町 .9 50133 ※2.9

開始した年から所属していた海女小屋を離脱した年までの､個人T 呼名)在住の海女浜口律子 ( E FO5)が潜水漁を
録および呼名汲兼協

同組合が定期的に個人宛に発行するr精算通知霊｣をもとにして作成した｡g 罷免が破監できない項目については､表中に不明と表配した｡漁獲量の単位はk､漁獲境の単位
円.操業日数の単位は日｡平成9･10年分は海女小量離脱牡のI は

http:182.973.9

